
弾鞠降

蕊蕊

IＳＳＮＯ２８９－６６８０発行日1991年８月20日（毎月20日発行)通巻112号

1982年８月16日第三種郵便物認可

Trial＆Ｅ併断ＭⅢ
グー

イ丁試 錯誤

｡｣’ﾘとv………

驚鍵

３
６
７
８
１
４
１
１

アフリカの民主化を考える………………………………………………

アパルトヘイトは終っていない．．…･………………･………･…･………

南アフリカ調査報告・………………………………:…･…………………

エチオピア民主化への道……．．……………………･……･………．.……

アフリカキーワード９…………･･…･……………………………………

私たちの暮らしの中のアフリカ……．………･…･………………………

I

p

"

特集アブリカの民主化



特集アフリカの民主化

地球社会の分岐路だ

ＪＶＣがソマリア，エチオピアでその政変劇を目の当たりにしてきたように，

アフリカではこの１年間に９つの一党独裁政権が倒されました。これらの元首

たちの論理は「遅れたアフリカが真の開発を遂げるためには，国中が一丸とな

ってかからねばならない。そのためには，中央から強い軍事力をもって押さえ

つけていかねばならない。さもなければ，部族主義により国がばらばらになっ

てしまう」というものでした。しかしこの真の開発という名目のもとに，差別

や国際的な依存・借金，そして砂漠化や「飢餓』をもたらしてきたのです。開

発は，多くの国で人口の90％を越える周辺部に住む人々よりも，中央・都市部

に住むひとにぎりの人々を優先してきました。また，最も肥沃な土地で輸出用

の換金作物を作るために，自分たちが食べるために農業や牧畜をやってきた人

々が，痩せた土地に移され，結果的に生態系のバランスをくずさせ，飢餓をひ

きおこしました。

いま，多くの国々で，多数政党制が導入され，南アフリカでもアパルトヘイ

トが，解体されつつあります。こうした民主化は，政治的に押さえつけられて

きた人々が，主体的に意欲的に生きていく機会ではあります。しかし同時に，

伝統社会の崩壊，生態系の破壊を加速する開発や援助が，これまで以上に急激

に進められる機会でもあるのです。また，ゼロからではなく，マイナス（負債）

から出発する新政権が，周辺部を犠牲にしない政策をとり続けられる保証はあ

りません。

芽生えつつあるアフリカの周辺部に住む人々の意欲が，力強く育ち，環境を

回復し，飢餓を克服できるか否か。地球の今後を占う大きな分岐路です。（林）
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アフリカの民主化を考える

アフリカ人にとっての民主化とは

北は地中海に面するアルジェリアから，南は希望

峰のある南アフリカまで，東はケニアから西はカメ

ルーンまで，アフリカを襲う民主化の嵐は当分おさ

まりそうにもない。

５０以上の国からなるアフリカ大陸で，これほど多

くの国がこれほど短期間に，民主化という社会変動

を経たことはかつてなかった。

もちろん国によって，民主化の中身も，テンポも，

方法も異なっている。ただ，共通しているのは，い

ずれの地域でも既存の権力を批判する自由と権力の

交代を要求していることだ。つい最近まで「アフリ

カは貧しく，まず食べなければならないのだから，

言論の自由，反対政党の制度はぜいたくだ」と，ア

フリカの開発を語ることがあっても，アフリカが民

主化を望んでいることはほとんど話題にならなかっ

た。

「アフリカに民主主義はいらない。まず食べなけれ

ばいけない」一見説得力があるように聞こえるこの

表現は，アフリカの普通の人々の生活を少しでも知

っている者にとってはおかしいと感じるであろう。

なぜなら，今日多くのアフリカの地域では食べるこ

とも自由に話すことも，ままならくなっているから

である。

開発を実行するにあたり，横やりがはいりすぎる

と人々は食べられなくなるとしばしば言われてきた。

－３－

明治学院大学勝俣誠

しかし「自由よりも開発」という考えが，今日では

逆になってきている。すなわち，人々が皆食べられ

るようになるには，より多くの人々の知恵とやる気

が不可欠となり，これらの力を汲みあげるのが民主

化であるという考えである。

民主化の中身は様々である。抑圧された少数民族

は「自治や独立」を，権力の汚職を指をくわえてひ

たすら眺めてきた人々は「より公正な富の分配」を，

時の権力と考え方が異っていたがゆえに拷問や亡命の

憂き目にあった人々は「人権の確立」を，コネがな

くて公職につけなかった人々は「より公正な選抜」

をそれぞれ要求している。

こうした中で，今日のアフリカの民主化は西欧の

考えの押し付けで，そのような輸入思想はアフリカ

社会を混乱に陥れるだけだという人がいたら，少な

くとも次の間に答えてもらいたい。

すなわち，膨大な汚職，人権の無視といった権力

の濫用をこの民幸手義という「輸入品」に頼らず，

コネも金もない人々によってどうチェックすること

が可能なのか。「アフリカ的」解決があるとしたら，

どんなものなのか。

私としては，民キキ義にアフリカ的とか社会主義

的とか，革命的とかいった，形容詞はいらないと思

っている。民羊字義は民主主義である。それが輸入

品で何故いけないのか。もし世界史に進歩があると

したら，人々が自分たちのしあわせを作るのに適し
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アブ リカ民主化の動き 〔1991年８月現在〕

【コートジボワール】
990年11月，複数政党制に基づく初の大統

領選と議会選挙を実施。

【コンゴ】

一党支配から複数政党制への移行を決める。
1992年に初の人民議会選挙を行う方針を決
める。

【アンゴラ】
1990年一党独裁の放棄を宣言。市場経済導竺
入等を表明。

【ナミビア】
1990年３月，南アの不法統治下にあったア
フリカ最後の植民地が独立，複数政党制が

導入された。

た考えを，ある時は自力で，またある時は他の地域で

発見し，それを学ぶ力を持っていたからであろう。

「アフリカの最近の民主化は輸入思想にもとづいて

おり，アフリカ人に適していない」とする考えに特

徴的なのは，一つに，そう発言する人がまさに非民

主的な権力の恩恵を受けてきて，批判するどころか，

続いてほしいという立場にいることであり，もう一

つは，アフリカ人は他の人々と違うというふうに認

めていることである。

この後者の考えは，たとえば日本人に人権は必要

だが，アフリカ人には当分不要であるとか，人権侵

害による様々な苦痛はアフリカ人なら受けてもかま

わないという結論に行きつきかねない。

だからといって，民主主義を一つのパッケージ化

として定義し，それをクリアしたら民主主義に成功

したと言うことではない。

人の支配から法の支配へ

一党独裁（アパルトヘイトの南アフリカの場合は

白人独裁）が多くのアフリカ諸国で崩壊ないしその

危機に瀕している今日，ともすると独裁者を追放す

れば生活は良くなると考えられがちである。

しかし，この考えは一面的である。奴隷なくして

主人が存在し得ないと同様，独裁政権を独裁的たら

しめた要因も見ないことには，民主化を利用して登

場するもう一人の独裁政権を生みかねないからだ。

安易な一般化は避けなければならないが，アプリ
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【エチオピア】
1991年６月，メンギスツ政権

より倒され，３０年間続いた内戦が一応

がＥＰＲＤＦに

我が一応の終
手以内に！独

ことが決まり
結を迎える。エリトリアは２年以内に｜

立を問う住民投票を実施することが決・
新政権側もこれを認めるｃ

【ソマリア】
1991年１月，シアドパレ大統領の

が倒される。国内は混乱し，今も

状態が続く。

【ケニアｉ

長期政権
アナーキ

1990年，一党支配に対する反発から大規模
な反政府運動が起こる。モイ政権はこれを
弾圧，複数政党制の導入も拒否。

#モザンビーク９

1990年，社令本義からの離脱を宣言。複数
政党制による民主政治導入の新憲法を採択。

【南アフリカ】
1990年，ネルソン・マンデラの釈放,ＡＮＣ
の合法化。さらにアパルトヘイト法の廃止

が決定されたが，黒人の参政権は依然認め
易れてい救い,、

力の場合，大まかにいって二つのことが指摘できる

であろう。

第一は，欧米日が，国家主権の名において，アフ

リカ諸国の中で独裁主権による不正や人権侵害があ

ることを知っていたにもかかわらず，援助を続けて

きたことである。多くのアフリカ諸国は独立時から

外国援助を前提とした国造りをしてきたため，この

援助のチャンネルを独占することは，国内の人々の

支配，そして蓄財を独占する絶好のチャンスであっ

た。逆に言えば，援助する側が，相手国の不正や人

権状況に敏感であったら，人々の人気をとっくの昔

に失っているような独裁国は，とっくの昔にその国

の人々の力によって倒れていたかもしれないのであ

る。

実際，1980年代末のペレストロイカと東欧の民主

化で，援助をもらう際のアフリカの地政的意味は薄

れてしまった。欧米ソが何が何でもアフリカを支援

するという姿勢でなくなるや，ザイールやエチオピ

ア，さらには旧フランス領の西アフリカの諸国の独

裁政権が未曽有の危機ないし政権交代を生じている。

第二は，アフリカの人々の中には，独裁による幣

害を，自分自身が多大な被害をこうむるまで良くな

いものと思っていなかった人々が多いことである。

人々が国家元首に期待してきたのは，国家がどのく

らい公正に富を管理するかでなく，どのくらい寛大

に富を分配してくれるかであった。

そこで，元首は「あげる人」で，国民は「もらう



人々」という図式ができあがっていた。もっとも，

｢あげる」「もらう」の関係は，すべての「国民」に

平等に確立していたのではなく，地縁，血縁などの

コネにより著しく偏っていたことをつけ加える必要

がある。

しかし，「あげる」ためにはどこからか資金を見つ

けてこなければならない。多くのアフリカの場合，

この資金源は自国の石油，ウラニウム等の鉱物資源，

カカオや木棉のような換金作物そして外国援助が中

心で，天候や世界経済や政治の動向に大きく左右さ

れるものばかりである。

かんばつが続いたり，一次産品の市況が低迷した

りすると，ただちに分配する資金が目減りし，当然

｢もらう」人々の数や「もらう」量も少なくなる。そ

して，東西対立の時代が終わりアフリカの戦略的価

値が減じられる中，援助も従来通り無条件にこなく

なる。

そこで，従来「もらう」ことに』慣れてきた人々は

充分に「くれなくなった」元首や政府に見切りをつ

ける。政府と「国民」の間の関係はもはや人柄や寛

大さではなく，民主主義という公開ルールによって

規制したいとする法治国家への願望がでてきたので

ある。

｢民主主義」の限界と新しい芽

以上の動きは現代アフリカ史においてプラスの側

面を持つ。アフリカ人が，政治とは参加によってつ

くるものという実感を味わう貴重なリハーサルだか

らだ。

しかし，民主主義とはそれ自体が今日のアフリカ

の直面する様々な問題を解決してくれるものではな

い。もし，アフリカの今日の民主化に積極的意味が

あるとしたら，アフリカ人が自らの参加と責任のも

とで，自分たちにふさわしい統治の仕方と中身を選

ぶ糸口をみつけていくことである。

したがって，民主化が，参加と責任を問わず，自

国の富の恩恵に従来浴さなかった人々の不満を別の

パトロンの選出によって解消することを意味すると

したら，このプロセスはやがて以前の独裁政治時代

と同じ問いにぶつかるであろう。

西アフリカで永らくＮＧＯ作りを手がけてきたジ

ャック・ヒュニクール氏は，こうした進行中の民主

化の陥りやすい危険を次のように的確に指摘してい

る。

「しばしば独裁者であった国家元首は，言わば伝

統的村落の村長のように支配した。おしゃべりの

木注(1)のもとで「民主的討論」の後，平和を維持す

るため自分の自由にできる富をもったいぶって分配

するというやり方である。

しかし，まずは新聞，ラジオといったメディアが

徐々 に広まっていき，これらがかっての語り部注(2)

のように元首の「称讃」を始めた。この際限なき語

り部方式の結果，この元首は何が起きているかを正

確に見られなくなってしまった。彼は一族，派閥か

ら浮いてしまった。語り部(私は彼らをごますり集

団と呼んでいるが：註ビュニクール）はもらいすぎ

となった。

いくつかの集団は当然もらうべきと思っている分

け前をもはや得られなくなった。

そこで，彼らは民主主義と複数政党制を要求して，

それでもっともらえることができるのではないかと

期待し始めている。なぜなら，政党はしばしば一族

派閥と結びついているからだ。その上，独裁者は分

かつべきケーキが大きい限りにおいて受け入れられ

ていたのだ。このケーキが小さくなったので，全員

を満足させるために充分なケーキが残らなくなって

しまった。そこで町の若者や学校出の失業者やドロ

ップアウトした“ルンペン若年層”は，約束が違う

と言って，『民主主義をよこせ』と叫んで反抗し出し

た。そして野党は守れない公約をしてきているのだ。

ルネ・デュモン，『アフリカに民主主義を」

1991年」

しかし，他方ではこうした民主主義の限界を乗り

越えるには，危機を自分たちで考えて，人々を組織

して行動していくしかないという自立的民主主義の

試みが，スラムや農村や漁村で，いつの時代にも増

して見られるようである。したがってアフリカとい

うとすぐ援助のことだ，という考えをまず一回捨て

去り，このささやかかもしれないが着実な自立，共

同の実験をどこまでアフリカで発見できるのかがき

わめて重要である。

注(1)西アフリカの村の広場にほぼ必ずといっていいぐらい

あるパンの木などの高い木で，その木陰にすのこ

のような台をおき，上にすわって人々と討論する

ので，この名がついている。

注(2)グリオと呼ばれ，かつては王に仕えて主として王

国の過去の栄光を語りつぐ役割を与えられていた。
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ＳＯＵ７~治/ＡＦ円/CＡ

アパルトヘイトは終っていない

何が変わったのか

昨年２月１１日，ネルソン・マンデラＡＮＣ(アフリ

カ民族会議)副議長が28年ぶりに釈放されて以来，

アパルトヘイト『改革』が“評価”され，サミット（西

側先進国首脳会議)のお墨付きで各国が経済制裁解

除を急いでいるが，いったい何が変わったのだろう

か？

すべての南アフリカ人に人種の登録を義務づける

人種登録法，人種別に住むところを規定する集団地

域法など，いわゆるアパルトヘイト根幹諸法の「廃

止」が進んだ。その中で，なんといっても黒人と白

人の経済格差が決定的にしてきたのが土地法だが，

これは総人口17％の白人が南ア全土の87％を支配す

るのを可能にしてきた。

３月，デクラーク大統領はこの土地法の代替案を

発表したが，それは不平等を解消するものとは程遠

い。過去，アパルトヘイト政策ゆえに強制移住させ

られた黒人(約499万人と言われている）に対し，何

の保証も謝罪もされようとしていない。土地の再分

配は，紛争・混乱を引き起こす可能性があるからと

いうので，事実上拒否しているのである。しかも，

わずか１万3000人の黒人農場主しか創出されず(一

戸当り３０～50ｈａとした場合)，さらにこのような提

案が黒人側の意見を聞くことなしに行われている。

アパルトヘイト完全廃絶の実現まで，まだまだ白人

政権への不信感は拭えない。

軍。警察に強権を発動させる国内治安法もまだ残

っている。この法律によって学齢期の子供までが政

治囚として逮捕°投獄されてきたのだ。

部族対立の真相

新しい社会の建設方法を巡り，今も多くの人の血

が流されている。マスコミの多くはこれを「部族対

立」と報じ，黒人同士は内輪もめをして殺し合って

いるという，間違った印象を与えている。この対立

はアパルトヘイト政策そのものによって仕組まれた

ことを見極めねばならない。アパルトヘイトは黒人

を民族・言語ごとに分断し，白人から分離すること

が目的である。

白人政権は特定の黒人民族集団に資金供給し，反
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アフリカ行動委員会松島多恵子

アパルトヘイト勢力に暴力を仕掛けさせてきた。こ

の組織はインカタ自由党と呼ばれ，軍。警察は武器

援助も与えてきた。対立を生みだすことで｢黒人に

は国を統治することなどできない」ことを『証明』

するためである。「部族』による派閥構想が真実なら，

なぜ政府は暴力を止めようとしないのか，とマンデ

ラ氏は四月に来日したときに訴えた。

日本のなすべきこと

南ア経済を支える重要な貿易パートナーであるが

故に，日本人は人種差別の上にあぐらをかく形で名誉

白人という屈辱的な称号を与えられてきた。人口登

録法の廃止によってその地位は自動的に消滅し，日

本人の意思で，力で，この不名誉を返上することは

ついにできなかった。このことに何のけじめもつけ

ないまま，将来対等な関係が南アと成り立つとは思

えない。

経団連，金融機関など財界の南ア訪問や，スポー

ツ交流解禁のニュースが紙面を賑わしている。過去

の日本と南ア関係を見た場合，人種間の不平等を縮

める努力なしにこれからの企業進出は許されないだ

ろう。４月に視察団を送りだした経団連国際経済部

は，黒人の雇用条件・地位改善を盛り込んだ，企業

進出ガイドラインを作るべきだというアフリカ行動

委員会の提案に，「今までも真剣に議論されたこと

はない」と消極的な姿勢を示した。

一方，ＡＮＣは政治囚の釈放，一人一票の実現な

どを経てから段階的な制裁解除の要請をしたいとし

ている。「もう逆戻りはない」と周りだけが安心して

いるが，そうではないと言っている人々の声を今一

度真剣に聞く必要があるのではないだろうか。
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スクウォッターキャンプ

現在南アが抱えている最大の問題の一つに，七百

万人をこえるホームレスの人々の問題がある。彼ら

は「スクウォッターキャンプ」と呼ばれるトタンで作

ったバラックのスラムに住んでいる。このスラムが

あらゆる都市の周辺に出現しているのであるが，私

もソエトというヨハネスブルグ近郊の黒人居住区で，

巨大なスクウォッターキャンプの群れを見た。そこ

に住む人々の中には，工場労働者や女中として働い

ている人もいるが，やはり失業者が多い。子供のた

めの学校はなく，多くは貧困により子供を学校に

行かせることができない。スラムの生活改善に取り

組んでいるグループが中心になって，市と交渉して

取り付けさせた水道もあったが，その水道も4000世

帯に１つであり，その数は絶対的に不足している。

衛生状態も非常に悪い。電気，上下水道，トイレ，

保育所などの設備を必要としていた。

ところがホームレスの人々は，こうした基本的な

生活条件に困っているだけではない。南アでは最近

インカタという黒人組織による一般住民への攻撃が

行われており，特にヨハネスブルク周辺のスクウォ

ッターキャンプが攻撃対象となって，毎日多くの死

傷者が出ている。インカタは白人政府のかいらいで

あり，軍。警察からも襲撃のための武器を供与され

ているといわれている。私が南アに滞在していたと

きも，破壊され炎上するスラム，流血し倒れた人々

の姿が連日テレビに映されていた。ソエトで私を泊

めてくれたエリックさんは，「夜９時以降は車でも

外出しない。撃たれる危険性があるからだ」と話し

ていた。

南アフリカ調査報告

高梨直樹

｡

ＪＶＣとしての新しいプロジェクトの可能性を探る

ため，アパルトヘイトの国，南アフリカ共和国へ行

ってきた。約２カ月の滞在の間，いくつかの問題が

見えてきたが,ここではそのうちの二つを報告した

い。

ジンノ1フエ

モ
ザ
ン
ビ
ー
ク

Ｉ
１
ｊ
Ｉ

溌
津
雛
Ｉ
畷
罫

南アフリカ

ボツワナ

ナ
ミ
ビ
ア

ナ
ミ
ビ
ア

篭
ヨハネスブルグ｡ヨハネスブルグ｡

スワジランド
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ホームランド

南アといえば，警察隊の住民への発砲など都市部

での弾圧は注目されてきたが，アパルトヘイト政策

ウン

南アフリカのホームラント

の究極の形態である「ホームランド」の存在はあま

り知られていない。ホームランドとは全国士のわず

か13％にすぎない辺境の黒人居住地域のことである。

87％の肥沃な土地は小数の白人に所有され，残され

たこの不毛な土地において，黒人は10の部族ごとに

分断され，白人政府が指名する統治者によって支配

されてきた。ホームランドでは収入を得ることがで

きないため，ほとんどの男性が鉱山などに出稼ぎに

行ってしまう。そこで女性と子供が取り残され，彼

女らは男性の仕送りを頼りに暮らすことになる。ホ

ームランドの生活に耐えかねた人たちの中には，都

市へ出ていきスラムに住み着くケースも多い。

私はスワジランドおよびモザンビークとの国境付

近のカンガーネ，レボワ，ガザンクールという三つ

のホームランドを訪れた。そこでは，生活上の諸問

題を解決し，経済的自立をすることを目的として女

Ｉ性を中心に結成された，東トランスバール女,性連合

というグループに出会った。このグループでは，農

業，織物，れんが作りなどの自立ﾌ｡ロジェクトを計

画している。ホームランドで生活してゆくには，必

然的に女性たちが力をつけていかなければならない。

デクラーク大統領によってアパルトヘイトの廃止

が宣言されたとき,私はちょうど南アにいたが，変

わった様子などまるでなかった。人々が直面してい

る劣悪な生活環境の改善は，急務の課題である。今

回の調査をもとに，ＪＶＣとしてさらに具体的な協力

活動の内容を検討したい。
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エチオピア民主化への道

しゆうえん

恐怖政治の終驚号

１４年間に及ぶ粛正と弾圧のメンギスツ政権は，５

月21日のメンギスツ大統領自らの国外逃亡が崩壊へ

の最後の一歩であった。そして，２８日未明のEPRDF

(エチオピア人民革命民主戦線)のアジスアベバ侵攻

わずか数時間で，1974年の軍事クーデター以後の

デルグ(軍事委員会)支配に終止符を打った。３０年に

及ぶ内戦で疲弊し，メンギスツ大統領の逃亡で戦う

意味を全く失っていた政府軍兵士は上官たちが逃走

していった後，怒りと戸惑いの中に取り残された。

メンギスツ大統領の後を継いだタスファイェ臨時大

統領もいち早くイタリア大使館へ避難した。首都を
しゆうえん

制圧したＥＰＲＤＦは国民に対し，デノレグ支配の終馬

を厳命し，通常の社会生活の継続と秩序の維持を強

調した。

民主化宣言

ＥＰＲＤＦはエチオピア全土の治安と秩序の回復，

維持を進める一方，暫定政府樹立に向けて，国内外
や．．､百%･醗破

で活動する様々な政治勢力の参ｶﾛ，協力を求めた。

さらに，それぞれの民族，部族の権利と自治は統一

解放戦線の勢力（内戦終結前）

JVCエチオピア代表山田盛

に優先するとし，平和の維持と人権の尊重がエチオ

ピア民主化への最重要条件であるとの基本方針を発

表した。各国大使館に対しても，メンギスツ独裁政

権下に破綻した経済の立て直しに向けての広範な支

援と協力を求めている。また，複数政党制と市場経

済の導入を政治，経済政策の根幹に据え，厳格な社

会主義路線との決別を表明している。もちろん，理

念と実践の間には，根深い民(部)族間の確執,天災，

人災によって疲弊しきった農村，社会主義政権下で

役人の間に蔓延した官僚的体質と賄賂の横行，そし

て独裁政権下の粛正と弾圧による人的資源の喪失等，

困難な問題が山積みされている。しかしＥＰＲＤＦの

EpLF（エリトリア人民解放戦線）ＩｍＷｍｍ

マルクス・レーニン主義から複数政党制と市場経済導入政

策へ転換◎マッサワ，アッサブ港を含むエリトリア州の分

離，独立を目指している。

1970年に，同じくエリトリア民族によるエリトリアの独立

を主張するＥＬＦ（エリトリア解放戦線）から政策上の意見

の食い違いによって分離，独立して結成された。

EPRDF（エチオピア人民革命民主戦線）〃〃"Ｉ

マルクス・レーニン主義政策から複数制党制と混合経済政

策へと転換。民族の自治，人権の尊重，民主政体の確立を

目指している。

1988年にチグレ人民解放戦線(ＴＰＬＦ)，エチオピア人民

民主運動(ＥＰＤＭ）などの反政府勢力４派によって結成さ

れた。

OLF（オロモ解放戦線）匡三＝ヨ

民族の自治，独立を主張とし，目指している。1975年にオ

ロモ民族によって結成された。

Trial＆ErrorNo.１１２ －８－



基本方針と，議長であるメレス氏の指導力に対して

は，在エチオピアの国連機関，各国大使館ともに高

い評価と期待を抱いているように思われる。

（メレス議長は７月24日までにEPRDF臨時政府に

よって，暫定政府大統領に任命された。新聞情報に

よると，同政府首相のポストをめぐり，EPRDFと

ＯＬＦ(オロモ解放戦線）との交渉が折り合わず，官

僚人事選出が難航している様子である）

ゲリラ兵士の笑顔

アジスアベバを制圧したEPRDFの兵士は皆一様

に若い。まだ12～13歳の少年もいる。政府軍の空爆

によって２歳で孤児となり解放闘争の中ゲリラ兵士

の手で育てられた14歳の少年が，「早く郷里の村へ

帰って学校へ通い，平和な家庭を築きたい」とはに

かみながら将来の夢を語る時，ゲリラ兵士の闘争が

権力奪取を目的とするものではなく，平和と人権の

回復を目指したものであること，そして，その理念

が末端の兵士にまで浸透し，彼らの精神的支えにな

っていることを感じさせられる。素朴な人間性が，

戦場という極限的環境の中でも抹殺される事なく息

づいていた。

アフロヘアーとサンダルはゲリラ兵士のトレード

マークである。政府軍兵士から奪ったベレー帽をか

ぶっている者もいる。服装はばらばらで，一様に粗

末である。軽機関銃で武装しているものの，軍服に

身を包んだ政府軍兵士から受けた威圧感はない。緊

張した表情の中にも幼さと無邪気さが残っている。

〆

メンギスツのいないアジスアベバ

田尻真由美

しばらく歩いていると，あちこちにある，それま

でカバレ(住民組合)の集会所に使われていた建物が

刑務所代わりに使われていることがわかりました。

徴兵や税金の取り立てなどを直接住民に対して行う

役割を担っていたカバレの役員は，それまで権力に

よって住民に嫌がらせをしたりしながら，片方で賄

賂を受け取るという甘い汁を吸っていました。その

役員たちが刑務所に入れられ，オイヤネ（注)によっ

て取調べを受けているのです。住民にしてみれば

，｢いい気味だ」とでもいった思いでしょう。

５月28日のゲリラ軍の首都侵攻，制圧時にも「こ

Lの機に乗じて略奪行為を働く者は，住民であれゲリ

一般住民に対する態度はあくまで控え目で金品を強

要したりすることはない。住民の理解と支持が闘争

を勝利へ導く最強の武器であり，それなくしては勝

利も解放もあり得ないとするゲリラ闘争における基

本原則の実践である。この原則は解放後時間の経っ

ている地方都市，村落においても，少なくともこれ

までのところ一貫して守られてきているようである。

それはまた，窃盗，賄賂に対し厳罰を処する態度に

も表れている。

権力のわな

民(部)族の自治，独立を求めて始まった解放闘争

は，1974年の軍事クーデターによる軍事独裁政権の

樹立以降人権の回復，民主政体の確立を要求する広

範囲な反政府闘争へと発展していった。その間一貫

して住民の主体的な支持，協力を得ることを闘争の

基盤とする一方，様々な反政府勢力との連帯が実現

し，標傍する政治イデオロギーも教条的な社会主義

から脱皮していった。それは政権奪取後のエチオピ

アの将来を視点に据えたものであり，その意味でエ
る

チオピア民主化に一婁の光明を見いだすことができ

る。

しかし，政権を奪取した後，好むと好まざるとに

関わらず，彼ら自身が体制を成し権力を握ることに

なる。（権力には絶えず暴力と腐敗の芽が内在して

いる）また，止むを得ざる選択であったとしても，

平和・民主化を求める闘争そのものが最終的に武力

に頼らざるをえなかったことには，彼ら自身自己矛

~、

ラ側，政府軍兵士であれ厳重に処罰する」といった

放送をゲリラの指導者が繰り返し続けたため，町で

は大きな混乱も起こらず，人々は少し安心した様子

で，２日後には難なく通常の社会生活を取り戻した

そうです。

……暫定政権が落ち着くやいなや「早く自分の生

まれ故郷に帰って畑を耕さなければ」というゲリラ

の言葉に，「職をチグレ族に奪われてしまうのでは」

と不安を抱いていたＪＶＣのスタッフなどはすっかり

気が抜けてしまったようです。ＪＶＣのスタッフの中

でいま流行している言葉は「デモクラシー」。その

言葉には恐怖政治からの解放感と，新政権への期待

が込められているようです。

ーエチオピア通信より抜粋一ノ

(注）チグレ解放戦線のこと，山賊や強盗などの意味で使われていた。
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盾があるだろう。解放闘争に 自身の人生を捧げてき

た若い兵士が，権力の落とし穴と自己矛盾の餌食に

ならないことを願うばかりである。

エリトリア独立への動き

ＥＰＬＦ(エリトリア人民解放戦線)は，エリトリア

の州都アスマラを５月24日に攻略した。その直後エ

リトリア州におけるEPLF単独の暫定政権の樹立を

宣言するとともに，同州を除くエチオピアにおける

EPRDF主導の暫定政権への不参加の意志を表明し，

ＥＰＲＤＦはこれを承認した。そして，７月１日～５

日にアジスアベバにおいて24の政治勢力参加のもと

に開催された国民会議において，エリトリア州の独

立を問う住民投票を２年後に行うことが承認された。

(この会議にはＥＰＬＦはオブザーバーの立場で参加した）

この決定はアジスアベバ陥落以後，くすぶり続け

てきたアムハラ族とチグレ族の反目に火をつけた。

EPRDF内のチグレ族優位に対する危』倶，エリトリ

アが分離・独立することによってエチオピアが内陸

国になることに対する不安は，特にアジスアベバで

支配層を形成していたアムハラ族の間に動揺をもた

らすとともに，EPRDF主導の暫定政権への不信感

に発展する危険をはらんでいる。ＥＰＬＦが性急に独

立への地歩を固めようとすればEPRDF主導による

エチオピア暫定政権の安定が脅かされることになる。

エリトリアではすでにチグレ語を公用語にすること

によりチグレ族以外の民(部)族の居住が事実_|-困難

になりつつある。（エリトリアにはチグレ族が多い）

民(部)族間の確執は，文化，宗教，伝統，｣慣習に

深く根ざしており，長い歴史を持っている。また，

それは特に，政治，経済政策が行きづまった時，そ

れとすり替えられる形で表面化することが多い。さ

らに，感情的，抽象的な根拠に基づくこともしばしば

である。根本的な解決には，充分な時間と慎重な対

応を要する。

雑 感、

エチオピアの人々は，その歴史，文化，伝統に高

い誇りを感じている。長い解放闘争の主体となった

ゲリラ兵士と，彼らを直接。間接に支えた地域住民

の抑制と禁欲の根幹を成したのも，この自負心であ

るように思える。しかしそれは時として，徹底的に

非妥協的な態度をもたらし，また，過度の自己抑圧

によって独裁者を生み出す危険性も持っている。ま

さに両刃の剣である。彼らの誇りが様々の困難を乗

り越え，民主国家建設の堅固な礎となることを願う。

再びグリ…ン･フォー･アフリカーマーシヤ村

アジスアベバにある旧政府軍のキャンプから人を満載したバスが，北に向かって出発した。内戦のために

家を追われた人や，徴兵で旧政府軍兵士として従軍していた若者たちである。

メンギスツ政権を倒し，新しい政府を樹立したＥＰＲＤＦは，800万とも言われる飢餓被災民や難民への緊

急援助を最優先課題に掲げ，国連やＮＧＯの協力を要請した。同時に，新政権は国内の安定を進め，一部の

地域を除いては平静さを取り戻すまでに状況は回復した。

1991年７月３日。ＪＶＣは，実に１年半振りにマーシャ村を訪れた。内戦のために反政府ゲリラに占拠され

て以来の訪問である。村の状況はどうなっているのか。植えたユーカリの木は成長しているのか。栄養失調

で苦しむ子供たちは増えていないだろうか。様々な思いがスタッフひとりひとりの胸に浮かんでくる。

占拠直前に植えられたアダグイヤ地区の植林地帯をはじめとして，これまでの植林地帯は村人たちによっ

て守られていた。家畜が入り込み若芽を食べてしまわないようにである。小さい規模ながらも苗木を育てて

いる農民もでてきた。また，飲み水をきれいに保つために保護した泉の修復も行われていた。決して十分と

はいえないまでも，農民たちが植林の必要性を認め，村人自ら問題解決に動きだした。その動きはまだまだ

始まったばかりだが，農民のなかで何かの変化が起きてきたことは確かである。

このような農民の動きが村のなかにどう広がって行くか，外部からの援助が本当に必要なのか，村人自身

からの民主化をどうとらえていくかといった課題があるが，この自発的な農民の動きを踏まえてＪＶＣの活

動を決めていく必要がある。ＪＶＣでは，国内の安定に伴い，ビチェナ，マーシャの各プロジェクト地を訪問

調査するとともに，エチオピア国内の状況を把握するための調査を行っている。今後の状況によるが，農民

たちの自発的な動きが見られたマーシャが，有力候補として考えられている。

アジスアベバから村を目指して帰っていく若者たちが，民主化の将来を担うことになるような国造りが行

われるのを祈らずにはいられない。アフリカ担当江原浩昭
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L…託I需嘩罫軒韓

アフリカ…と一口に言っても，アフリカ大陸と同じくらい，広く多様な面を持つアフリ

カ。アフリカを知ろうとするとどこから手をつけていいのか分からない，途方に暮れてし

まう…そんな人のために，まず９のキーワードをあげてみた。国名と同じくらいよく出会

う言葉にまず↓慣れてみてほしい。

アフリカの自然

埼

識

アフリカの角（HomofAfrica）

エチオピア，ジブチ，ソマリアの三国の地域の別

名。形がサイの角に似ているのでこう呼ばれる。こ

の地域では国境を越えて同一民族が存在したり，ひ

とつの国にいくつかの民族が競合しており，内戦，

民族独立運動が絶えない。その上，７０年代から断続

的に起こっている長期的な干ばつや経済危機等，混

乱が続いている。（Ｐ12地図参照）

|殖

蕊

恕八、
県/･禦錨
恕八、
県/･禦錨

砂漠化

アフリカの地図を見ると，砂漠の占める面積の大

きいことに気付く。中でもアフリカ大陸北部にある

サハラ砂漠は地球上最も広く，最も乾燥した砂漠で

ある。その面積は東西5600kｍ，南北1700kｍ(アメ

リカ合衆国とほぼ同じ）に及び，アフリカ大陸の三

分の一を占めるが，その面積は年々増加していると

いう。特にニジェール川沿いの砂漠化が進んでおり，

２～３年前までは港だった場所に風と共に砂漠が押

し寄せ，港が無くなってしまい，すっかり錆びれて

しまった町もあるというほど，アフリカの砂漠化は

深刻な問題となっている。

》
／
／

》

ア
〆
韮
》
ノ

ナイル川

アフリカ大陸東部を貫流する全長約6700kｍの大

河。ウガンダのビクトリア湖からスーダン南部を抜

けて流れる白ナイルは，エチオピアのタナ湖から発

した青ナイルとスーダンの首都ハルツームで合流し，

アトバラ川を吸収し，六つの爆布を作り，エジプト

の首都カイロの北で広大なナイル・デルタを形成し

地中海に注ぐ。

水源地帯の雪解け水などの影響で，毎年周期的に

水量の大増減がある。エジプトのかつての栄華を支

えたのはナイルの豊富な水であることは有名だが，

成功の秘訣は水量の増減をうまく利用できた点であ

ろう。ナイルの年間総水量は全国の日本人が５年間

に使用する量にほぼ匹敵する820億ｍ３だがその８０

％が４カ月間の増水期に流れてくる。青ナイル上流

が走るエチオピア高原では吉ナイルに沿ってすでに

禿山になった土地から毎年70万トンもの土壌が流出

し，上流には深刻な飢えを，下流地域には洪水と沃

土をもたらしている。

岬
塞

灘 灘蕊

Trial＆ErrorNo.１１２－１１－
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サ バンナとバオバブ

アフリカといえばサバンナ。チータが草原の中を

走り抜け…というイメージを持つ人も多いのでは？

アフリカの40％を占めるサバンナ。東アフリカのセ

レンゲティ国立公園にみられるように，草原，野生

動物，そしてバオバブをはじめとする高木がサバン

ナの代表選手だ。

バオバブーその樹を見たことがない君でも，その

名前ぐらいは知っているはず。そう，あの『星の王

子様」にでてくる樹のことだ。その珍しい形はアフ

リカを知らない人にも有名だ。直径が10ｍにも達成

する巨木も珍しくなく，根は50ｍ四方にまで伸びる。

しかし，最近アフリカを襲う干ばつの力はすさまじ

く、ニジェールのある村では1000年余りのバオバブ

アフリカの民主化

パン．アフリカニズムとアフリカ統一機構（ＯＡＵ）

１９世紀にアメリカ，カリブ海地域のアフリカ系の

人々の間に起こった「アフリカ復権｣運動。第二次世

界大戦に至って，ガーナの初代大統領エンクルマ等

のアフリカ人ナショナリストの手でアフリカに広め

られた。

1950年のパン。アフリカニズムはアフリカの植民

地からの解放，及びアフリカの再生，統一を目指し

てきたが，1960年代に独立国が増加してくると国同

士の利害が対立し，アフリカの政治的統合運動は挫

認：ガ

篭藤韓,『鱗･』

の大木が枯れてしまったほとだ。印象的なアフリカ

の風景にも危機が訪れている。

ダイヤモンド

女の子なら誰でも！憧れるダイヤモンド。アフリカ

がダイヤモンドの産地として有名なのは知ってる人

も多いと思うが，ザイール，ボツワナ，南アフリカ

の３カ国だけで全世界総牛産量の60％以上を占める

なんて驚きだ､。ヨーロッパ資本が入り込み，アフリ

カの労働者を低賃金で搾取しているのは南ア産ダイ

ヤモンド不買運動等で有名。ちなみに現在採取され

た原石はロンドン取引所に送られ，アムステルダム，

ニューヨーク等で研磨され僕らの街に送られてくる。

折する。しかしその思想は受け継がれ，後のアフリ

カ統一機構（ＯＡＵ）の設立につながる。この国際機

関は約50のアフリカの国が加盟し，アフリカ諸国の

統一，独立の確立のために協力し合うよう設けられ

た。本部はエチオピア・アジスアベバにあり，いく

つかの専門委員会を持つ。本部がエチオピアにある

のは，当時（設立は1963年)，エチオピアの皇帝ハイ

レ・セラシェがエチオピアをアフリカの中心にした

いと一役買ったためといわれている。
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部族主義と民族紛争

アフリカには多くの｢部族」（同一の言語や宗教，

文化等を持つ社会集団)が存在するというが，この

｢部族』という言葉が人々の間に意識され始めたの

は植民地時代になってからである。かっては細かい

｢小国家群」に分かれており，もっと大きな民族意識

を持っていた地域をヨーロッパ人が植民地を統治し

やすくするために「適当な」大きさに分断，統合し

た。その時に用いた「単位」の様なものであるとの

見方が多い。

『部族」的な境界を作ることによって地域の人々が

自分の『部族」を意識し，その一員として行動するこ

ことを狙い，植民地の秩序と統合に結びつけたので

ある。時には反植民地体制の感'情の爆発を避けよう

と，統治側が意図的に『部族｣対立を促した例もあ

る。植民地時代以前はゆるやかな民族意識しか存在

していなかったというのであるから，この政策がい

かにアフリカ全土に浸透し，定着したかが分かるで

あろう。

独立運動を果たしたアフリカ人リーダーたちが国

家建設のプロセスで最初にぶつかるのが，この「植

民地時代の亡霊｣ともいわれる「部族主義』「部族意

識｣である。国としてのまとまりを強調すればする

ほど，中央政府に対する各｢部族』の反発感'情を誘

発させることになり，分離独立運動さえ生じること

も少なくない。現在エチオピアで起こっているエリ

トリア州の独立運動，スーダンの民族紛争は顕著な

例。一見内政問題に見える民族問題も，実は西側の

大国がつけたつめあとなのである。

一党制と複数政党制

アフリカの国々の多くは独立に際して旧植民地宗

主国のモデルに習って，議会制民主主義を採用した。

しかし，新しい国の政治的な統一は，言語，宗教の

違いや部族主義などの分裂要因によって，急速な達

■

成が妨げられた。そのため，国民を統合するのに強

力な権力集中体制をとる必要が生じ，反政府活動の

制限や禁止，一党制の採用へと進んだ。

一党制は野党の存在を認めておらず，そのために

政府の活動をチェックする力が制度的に保証されて

いない。政権が長期化するにつれて，汚職や腐敗，

縁者びいきがはびこり，投資の停滞，能率の低下が

起こり，次第に民衆の支持を失い始めた｡‘

一党制から複数政党制への動きは，社会主義の放

棄，市場経済や混合経済への政策転換と連動してい

る場合多い。東欧の民主化の動きが情報網の発達に

よって頻繁に伝わるようになり，人々の間に民主主

義，自由経済への期待が高まった。

援助疲れと飢餓の原因

援助しても，援助しても減らない難民の数，繰り

返される干ばつ，いっこうに良くならない飢餓の状

況。援助し続けている大国には『またか」という苛

立ちが起こり始めている。

アフリカの飢餓はいくつもの原因（内戦・干ばつ

・社会システム）が絡み合って，しかも国外の力も

加わって複雑化している。内戦状態の対立するグル

ープにそれぞれ武器を売っている「援助国」がある

ことを忘れてはならないし，干ばつも一見天災で防

ぎようのない様に見えるのだが，それだけが即「飢

餓」の原因と決めつけられない。干ばつの続く地帯

のすぐそばで豊かに穀物の実る風景は少しも珍しく

ない。けれどその作物は決して彼らの口にはいるこ

とはなく，都市または国外へ「産地直送ルート」に

乗って運ばれてしまう。そうして得たお金で彼らは

武器を買い…と悪循環が続く。目に見える援助の成

果だけを目指すのではなく「援助」のあり方～アフ

リカとアフリカを取り巻く国の根本的な姿勢を問い

ただす時期にきている。

（江原宏昭，尾関葉子）

■

エチオピア支援バザーへのご協力ありがとうございました

８月25日，エチオピアの活動を支援するバザーが横浜と行田（埼玉）で行われました。ＪＶＣ神

奈川から124万円，行田だんべ祭りのチャリティーバザーから45,000円の寄付がありました。こ

れは，エチオピア，マーシャ村の農村復興活動に使われます。

■ ■

－１３－
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私たちの暮らしの中のアフリカ

アフリカというと野生動物，飢餓，そしてアパル

トヘイトと，重要ではあるけれども抽象的で難しい

イメージしかわかない私たちですが，暮らしの中に

隠れて，しっかり私たちの生活を支えているアフリ

カがあります。そんなアフリカを少しばかり掘り起

こしてみました。

日本との貿易の関係では，南アフリカが大きな位

置を占めています。南アフリカにとって日本は，ア

メリカに次ぐ，第２の貿易相手国なのです。

南アフリカを中心に希少金属の輸入が多いのは，

資源の少ない日本としてはうなずけるところかとも

思いますが，最近では農水産品の重要性が高まって

きています。，

ガーナといえば国名というよりもむしろチョコレ

ートの製品名としての知名度の方が高いかもしれま

せんが，それもそのはず，チョコレートの原料とな

るココア（加工されたカカオ豆）の39.1％がガーナ

から輸入されています。ところで，このココア輸入，

数量としては10年間で1.8倍になっているにもかか

わらず，金額は４分の３に減少してしまいました。

これは，国際コーヒー機関が1989年７月にコーヒー，

ココアの輸出割当性を停止し，取引を自由競争にし

たために，コーヒー，ココアの国際価格が大幅に下

落したためです。

コーヒーは，エチオピアをはじめケニア・タンザ

ニアなどから輸入されていますが，中でもアラビカ

種と呼ばれるエチオピア原産のコーヒーは，高品質

で知られ，世界のレギュラーコーヒーの70～80％を

占めているそうです。日本ではモカ。コーヒーとし

て知られています。

水産物については，日本人の消費するエビ類の８０

％，たこ種の60％，ヒラメ・カレイ種，カニ類，ウ

ナギの約50％が輸入物でしめられています。表２に

見られるように，タコ，イカ，タイの多くがアフリ

カから輸入されています。タコは総輸入量の90％が

アフリカからの輸入で，このうちの70％以上がモー

リタニアから来ています。イカは総輸入量の80％近

くがアフリカからの輸入で，そのうちの30％がモロ

ッコ産です。ケニアからの魚(冷凍)の輸入が高い金

額となっているのは，ビクトリア湖に面したキスム

市に日系漁網製造会社があり，淡水魚であるナイル

パッチの冷凍切身の対日輸出を行っているからだそ

うです。

水産物の大量輸入は，日本の漁業に与える影響が

大きいばかりでなく，相手国の資源乱穫，自然破壊，

市民生活の犠牲をもたらす恐れがあることが指摘さ

れ，特に東南アジアに関しては議論の対象にされる

主なアフリカ諸国と日本の貿易（1990年） (表１）

国名

エジプト

スーダン

ガーナ

ナイジェリア

エチオピア

ケニア

南アフリカ共和国

輸出品名‘

ゴム空気タイヤ
貨物自動車
蒸気発生ボイラーの部品

貨物自動車
乗用自動車

貨物自動車
原付自動.卓及びモーター
サイクル

輸送型乗用車
フラットロール

ゴム空気タイヤ
合成繊維・長繊維の糸

貨物自動卓
電話交換機

ピストン式圧縮点火内燃
機関
(エンジン部品）

金額（千円）

3,668,282
3,638,182
1,411,089

1,392,071

561,552

2,324,300
324,289

1,925,365
2,307,099

1,328,328
253,259

3,421,021
1,477,292

17,826,568

4,463,059

輸入品名

石油（原油）

実綿及び繰綿
アラビアゴム

カカオ豆

いか（冷凍）

揮発油

えび及びかに（冷凍）

羊革
コーヒー

魚（冷凍）
ナッツ

フェロクロム

とうもろこし

金額〈･手円）

3,065,592

3,465,013
1.015,157

7,656,221
929,707

1,209,556
320,341

2,184,866
4,611,102

684,551
401,599

22,159,952
20,740,104

日本貿易月表
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日本海産物輸入協会
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ことが多いようですが，同じことがアフリカでも起

こる危険性があることを忘れてはならないでしょう。

図１には，割箸の輸入国が示されていますが，な

んとここにも南アフリカが登場します。日本におけ

る割箸の総消費量は200億膳を超え，輸入が127億膳

を占めています。南アフリカからの輸入が始まった

のは，1986年からで，アジアよりもコストが安いた

めに，わずか４年のうちにフィリピンを抜いて第４

位の座に納まったわけですが，その安いコストの背

後に安い賃金で働かされているアパルトヘイト下の

黒人たちの生活があるのです。

さてレザージャケットなどおしゃれな革製衣類の

主力原料である羊皮は，日本はほぼ全量を輸入にた

よっています。そして輸入相手国はエチオピアが第

１位なのです。総輸入額の32.5％が，エチオピア産。

知らずに選んだ革ジャンの３分の１はエチオピア産

ということになります。

私たちの生活を支えるアフリカ◎ちょっとこだわ

って，もう一度周りを見渡してみると，とんでもな

いところからアフリカが顔をのぞかせてきそうです。

（石井ちえみ，江原広美）

参考文献

『アパルトヘイト，なぜ』

篠田豊岩波ブックレットNo.５１

．『知恵蔵1991』
『アフリカを知る事典』

伊谷純一郎他監修平凡社

アフリカから輸入される主な海産物（1990年） (表２）

アプリ

ロ

Trial＆ErrorNo.１１２

＊１当該品目の最大輸入相手国＊２日本の品目別
総輸入額に占める当該国のシェア

額

発想鉱脈輸出入図鑑ダイヤモンド社より参考資料JETROＡＣＥ

水産物名

こ
ん
ぐ

た
も
鮫
ま

ごう ､か

ぐろ及びかつお

びんながまぐろ
きはだまぐろ
めばちまぐろ
黒まぐろ

(まぐろ全体）

鯛
たちうお
ぎんだら
伊勢えび

数量
(Ｋg）

82,984,725
28,135,600
96,461

2,487,209

6,404
669,739
1,306,453
35,834

2,018,430

10,996､916
67,200
＆560

2,474,852

輸入総量に占
める割合(%）

９１．８
７８．７

４．５

４．４

０．４
０．６

１７

０．９

１８．９

５９．９
３．２
(0.008）
２０．６

０

金額
(千円）

49,020,590
15,491,124
22,089

585,752

1,328
279,806
727,206
……哩鰹２

黒嬰‘唖
2,970,176
16,462
1,391

5,903,532

輸入総金額に
占める割合{%）

９６．７

７５．８
２．７
３．７

０．３
０．８
１．４
２．９

５．４

４８

３．５

(0.03〉
２１．１

●ロロ■



また またＪＶＣの元気三人娘登場

みんなの"信じられる八，になりたい 木山早織さん

「世界に目を向けなさい」高校３年の時

だった。母校で犬養道子さんの講演を聞

いてショックを受けた。

これがきっかけとなり，校内の有志が

集まって国内に住む難民の人々と交流。

早織さんはこの活動のかたわら，Ｊｖｃの

ミーティングに参加したり，難民定住促

進センターを訪ねたりした。

２年前，会の代表として現地視察のた

めタイ・スタディーツアーに参加した。「ス

ラム，農村をまわって，私のカメラ，ノ

ートには人々の悲,惨な姿がいっぱいつま

って帰ってくる予定だったんです」それ

が,行って，見て，レンズでは子どもた

ちの笑顔にくぎづけされた。「スラムでゴ

ミ拾いするこの子どもたちのこの元気は

いったいなんなんだ！？」小さくても稼

いで家族を助けている誇り，自信，家族，

地域のつながり……豊かさはモノからは

生まれてこないんだと改めて思い知らさ

れる気がしたという。

早織さんは今，大学福祉学科の３年生。

１年休学しこのパナニコムスタッフとな

った。

「キャンプの人たちにとって，私が初

めて出会う「日本｣です。だからみんなの

"信じられる人”になりたい。日本語を

うまく教える以上に互いの関係を大切に

していきたい。まず，私が信じる。これ

ですね。とび込んでいくだけです｣。

最初の仕事はカレンダー
「今年のカレンダーもなかなかいいでし

ょう。ともだちにもすすめてネ！」パン

フレットを配るテキパキした明るい声が

事務所に響きます。今年，カレンダーを

担当する赤阪むつみさん。歴代四代目。

またまた"元気な人''の登板です。

赤阪さんが第三世界に関心をもつよう

になったのは高校１年の時，ネパールで

長年活動している医師を訪れてから。

｢ネパールで出会った人々は皆幸せそう

に見えたんですよね。なんにもないのに

ホントに幸せそう。なぜ？とても不思

赤阪むつみさん
議だった…･･･」

フィリピンに留学，休みに帰国するた

びＮＧＯをまわり，ついにＪＶＣに落ちつ

いた。「今，とても楽しいんです。ここ

にいると人から得るものが大きい。将来

は，専攻した農業，生態学も生かしてい

きたいです」

２６歳｡"ＪＶＣに来る人は,見た目若い'，

の定説をまたまた実証してくれた赤阪さ

ん。持ち前の明るさ，強さで，莫大なカ

レンダー事務が今年もトントンと運んで

いくでしょう。

カンボジアのとりこになった大西睦美さん
この８月，念願のカンポジァヘ赴任すたい」とデモンストレーションしていた

る大西睦美さん。大西さんは以前から力とか。そんな大西さんの熱い情熱＝ネバ

ンボジアには特別の思い入れがあったそリが通じて，今回のカンボジア行きが決

うだ。そのきっかけになったのは，学生定。（ＪＶＣではなにごともネバリが一番

時代読んだ一冊のルポ。戦下にありながとか!?）

ら，たくましくゆったりと生きるカンポ「不安？そりゃいろいろあります。で

ジアの人々，くらし…「戦争なんてどこもそれより期待の方がずっと大きい。な

吹く風，力をぬいたほんとうの底力みたによりカンボジアの人とがっちりふれあ

いなものが感じられたんです｣。うこと，それが楽しみです｣。

国連の専門機関に勤め，各国のエリ－．カンボジアの織物を使って，自分で作

卜と接触をもちながら，もっと民衆に触った上着がよく似合う大西さん。カンポ

れたくて，ときどきＪＶＣでボランティアをジアでも』情熱とネバリでがんばってくだ

していた。そして，「カンボジアで働きさい。（荻野洋子）

Trial＆ErrorNo.１１２
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1991年７月25日現在

|調査・研究’

|ＪＶＣ神奈川’

活動地名

｜東京禾訓

ＪＶＣ神奈川

函

タイ

(チャイヤフ廷
ｊ
ン
県

調査・研究

国

活動内容

渉外，事業計画，資金調達，ボランティア調整,会計，
総務，情報収集および広報等。

機関誌「トライアル・アンド・エラー主発行。
ＪＶＣ説明会…毎月第１月曜日午後６時～８時

毎月第２，４土曜日午後２時～４時

５月より開講した「第墓世界理解講座」は醗況のうち

に終ｒした。今後Ｊｖｃ神奈川として定例化していく
予定。

８月25日のエチオピア支援バザーの準備をしている。

●宗拝難民プロジェクト

７月13日，かながわ女性センター（江の島）にてカン

ボジア料理の会を行った。鎌倉腰越小学校のＰＴＡ
を中心に約40名が参加した。
７月l3H，東京都主催のシンポジウム１.難民とは」
に岡村達司が識師として参加。
７月14日，ＪＶＣ神奈川にて定住難民プロジェクトの

ボランティアミーティングを行った。

農民たちは果樹を巾心に作物の間に樹木の植えつけを

行っている。

●植林

モデル農場ではバングラデシュから農業技術者の村

上真平氏を迎え，士壌流出防止のための土留めを作
つた。

･東南アジアの森林破壊と換金作物についての研究

･人間居住キーワード辞典の作成

６月には，医師をバスラ，バグダッドに派遣し，医薬

品援助をするとともに医療状況を調査した。また，神
奈川県の協力により水道技術者２名をバグダッド．へ
ラ，ナジャフヘ派遣し，水道施設を調査した。

現在は６月の調査結果に蛙づき，医薬品，粉ミルク，
塩素等の援助の準備をしている。

楓当者

岩崎駿介（代表）

林達雄（事務局長）

熊岡路矢，星野昌子，
前川昌代，lilI]誠史，
鈴木由子，今泉恵，

富安光子，富安庸太郎，

柴、久寿子，小野豪大，

江原浩昭，赤阪むつみ，
高梨直樹

清水俊弘

岡村達司，他約50人

岩崎美佐子，Ｋｏｍａｉｎ

Soongsumalaya，
KasemsanSriwatta-

na，Prasitlngo，
Ｃｈ魚]ＲｅｍＫａｅｗｃｈｏｈｏ

Ｓｏｍｒａｋ

束村康文

柴田久史．船川秀夫。

寿賀一仁

支援団体

全国社会福祉協

会

ジャパン・タイ

ムス，神奈川県
福祉部，禅林寺

龍華会基金．ケ

ァハウスさくら

苑，明るい社会
づくり運動神奈
;11県協議会

庭野平和財団，

ＹＯＫＥ

ジャスコ

FASID

国土庁

全F1本自治区|体

労働組合（自治
労)，神奈川県
800万県民によ

る湾岸戦争被災
民等への支援募
金，テレジア会，



|エチオピア

|カンボジア’

ト

－１８－
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活動地名

東ゴジャム州

ビチェブー

ショヮ州

ゴディノ

ダロチャ

アジスーァベパ

エチオピア

Ｆ一一－

1ベトナム

ホーチミ

ハイフォ

市
市
ン
ン

プノンペン市

カンダール県

バンテざミヱン

チェイ県

カンボジア

活 動内

●マーシャ村復興プロジェクト再開

内戦のために約２年中断していたマーーシャ村での農

村復興活動の再開が決定した叩マーシャを含んだ４

カ所での調査の結果，‐番援助を必要としているこ

とや農民の自発的な意欲が芽生えていることなどか
らマーシャを選んだ。現在，エチオピア人スタッフ

を中心に，農村の状況把握，役所との交渉を行って
いる。

10月の初功に日本からも関係者がエチオピア入りし
今後の方針，活動の具体的内容を決める。

●地域総合復興(南部）．

２年目に入り，①第８区の障害児童のための活動，

②居住環境の改善のための活動，③ピンチャン部に

おける移動保健医療活動の調査計画に参加している。
あわせてホーチミン市および南部における帰還民へ

のプログラム実施のための調査を行っている。

●地域総合復興(北部）

洋裁，電気のコースは各々第２期に入り，自動車修

理のクラスは９月に開講する予定である。

●サンタピエップ技術学校/ワークショップ

日本からもってきた自動車整備の教科書のカンボジ
ア語訳が進んでいる。上巻をバンコクで印刷・製本
して第円期コースの開始に備える。第四期は91年９
月より開始。学科・実技の両方の訓練を受ける生徒
を25人，学科のみの受諦生を15～20人を募集する。
●母子保健

カンダール県内７郡及び県都の村々の助産婦・伝統
産婆の技術向上訓練を続けている。妊婦検診により。
出産時に異常が予想される妊婦を早期に発見できる
ようにずるための訓練である。

プノンペン郡で合計12カ所の村の診療所を改築する。
既に４カ所で着工し，その内１カ所で完成した。
●井戸・ため池作り

プノンペン郡でjilや湖が近くになく深井戸も掘られ
ていない村を選び，村人の手による浅〃戸やため池
作りを助ける。古い浅井戸でセメントリングが壊れ
たり，穴が石などで埋まってしまったり水位が下が
って水が掴れてしまったりしたものを修復する。

また，家畜の進入を防ぐための柵がなかったり，池
の水をきれいに保ったいの手入れができていないた
め池を使えるようにする。古い銭井戸やため池もな
い村では，新たに掘る．

●国内避難民への緊急援助

カンボジア北西部パンティミエンチェイ県シソポン
郡に戦火を逃れて避難している人々が稲作ができる
よう助ける。６月に40ｈａ分の浮き稲の種まきに必
要な費用を援助した。

容 担当者

山田盛，田尻真由美，
Solomon，Shikur，

Ali，Yodit，Tekleyo-
hannes，Burahane，
AmuduGabreamruk

Baiye

熊岡路矢，中野周完，
稲見圭，稲見由美子，
久保英之，久保早恵
〔南〕

ホーチミン市住宅局
第８区人民委員会/社会

福祉ビンチャン郡人民委

員会

<北〕

ハイフォン巾労働局

古西男，馬清，
本橋栄，竹井潤子，

飯島かんな，鈴木琴子

届現地の実施機関」

自動車輸送公社(運輸省）

母子保健局(保健省）

カンダール県保健委員会

プノンペン群保健事務所

パンティミエンチェイ県

国内避難民委員会（農業
省）

支援団体

ＣＲＤＡ，ＷＦＰ，

犬養道了・みど
り－．本運動，モ
ラ'ｎジーーＭ]ＲＣ，

立正･佼成会，歯
本願寺，東京グ
リーンウォーク，
メサイヤコンサ

ート．エチオピ

ァ支援バザー，

ほか

(南）

庭野平和財間

立正佼成会
メーサイアコンサ

ート，ＪＶＣカレ

ﾝﾀ゙ ｰー

<北）

ＵＮＨＣＲ

創価学会青年､Ｆ
和会議，モラロ

ジーＭＩＲＣ，立
正佼成会，日産
労述，西本願寺
高岡寺族青年会
毎口新聞大阪社
会覗業団，浄土
承東京教区青年
会，国際保健協
力市民の会(ＳＨ

ＡＲＥ>，四日市

商業高校,ＪＶＣ
カレンダー，カ

リタス・ジャパ

ン，真如苑，メ
サイアコンサ．．



活動地名

函

ビエンチャン市

ビエンチャン県

ボーリー・カム

サイ県

カンムアン県

画’

バンコク

カオイダン

<カンボジア

難民キャンプ）

パナニ調ム

(第三国定住待ち

キャンプ

ブリラム県

活 動内容

●生活改善普及員養成プロジェクト

保健衛生，農業，教育など生活全般の改詳に携わる

女性の生活改善普及員を養成すると同時に，普及員
の地域開発活動を支援している。

・７月251弓，ＪＶＣ，ＵＮＩｍＭ，ラオス女性同盟の三
有会議がラオスの関係各省庁(農林・保健・教育・
外務・対外経済)を混じえて開かれた。昨年のプロ
ジェクトの反省と評価，さらに今後６カ月の活動計
幽の提案がなされた。

●伝統織物保存

１１月初旬に行われる低統織物展示会に向けて，主要
産地で収録したビデオの編集，展示州織物のデーータ
整理が進められている。ＪＶＣはその資金提供を行っ

ている。

①総務，会計，資金調達

②各機関(国連，タイ政府，田本大使館，各国民間援

助団体>及び東京専務所，ラオス・カンボジア・ベト

ナムを含む，各プロジェクトとの連絡調整
③情報収集，広報活動，④在タイ日本人との連絡調整
●奨学金プロジェクト

家庭訪問，学校訪問を行い，ノ』、学生70名，中学生１７

名に奨学金を支給した。
●クロントイ図書館

図書館前の開き地に運動場を作っている。

シンナー．，ヘロイン防止の掲示板を作った。

●西崎憲司記念技術学校

かじ屋及び大エニフースで作られる農具類を，カカイ

ダン内の他団体くＹＷＡＭ)の農業プログラムに活用

させている。

●日本語学校

７月11F1にラオス第２グループが出発。それに先京
って２口に最終試験，３Ｈにフライトオリエンテー

ションを行った。

17,18日，日本政府の調査団がラオス難民の[1本定

住希望者149人を面接した。

●農村開発

今年から新しく対象に加えた６獄にて帖報収集，

ＪＶＣの活動の紹介を行った。

－１９－

担当者

磯田厚子，北詰秋乃，

ThanongsiSO1ankum

MaliphetSukkhasume
<ラオス女性同盟）

Khamonerhetdao‐

heuan，Khampone

Ｓａｉｇｎａｖｏｎｇ

ＰornpimolChaiboon
KamolMingmuang，
ＭａｎａｓＴｏｒｋａｎ

池島干津了恥主婦ボラン

テイア15名

SamruayJongyork-
la''９

SomyotRattanatham

SutthiNetprakhon，
井本勝幸，井本美奈

竹村雅義，閥牟田浩美､

鈴木彰子，木山早織．

大槻和弘，Krisda

Chunlasevo

ThongkhamSumru.‐
engram，Chowarite，
D11angprom

支援団体

ＵＮＤﾕｺ，

ＵＮ１ＦＥＭ

ＲＩＪ，ＮＶＣ．

聖ヨゼフ老人ホ

ーム，難民と地
球の緑を考える
会，グル･ブ・

カンガル･‐，ジ

ャパン・タイム

ズ，メサイアコ

ンサ・・卜，ＪＶ０

カレンダー

全国社会福祉協
議会

メサイアョンサ

.－卜

Ｔｒｅｅｆｏｒｌｉｆｅ

の会，雄勝町町
内寺院会，国際
ソロプチミスト

駿河，からし種

モラロジーＭＩＨＣ，

国際ソロプチミ

スト山形，山形

中央ライオンズ
クラブ，大旧慈

光会

ＵＮＨＣＲ，

ＳＶ(StichLmg
Vluchteling）
山形岡産，！]産

労連

IＯＭ

モラロジーＭＩＲＣ，

ＪＯＦＩＣ，ＪＶＣ

刀レンダ。

Trial＆ErrorNo.１１２



犬養道子・「みどり一本」募金

東京0-212497（７月小計185名1,958,178円）
犬養道子さんの御厚意により，ＪＶＣに上記の口座を設け

ました。この募金はエチオピアの植林プロジェクトに使

われます。

Trial＆Error(試行錯誤トライアル・アンド・エラー）第112号

発行日1991年８月20日発行(毎月20日発行)通巻112号

1982年８月16日第三種郵便物認可

レエチオピアの片田舎マーシャ村。電気も水もソフトドリ

ンクさえも無いこの村で，「希望」の芽が膨らみ始めた。

ＪＶＣが離れてから２年弱，村人たちはしたたかに，忍耐

強く苗を育て，泉を守った。「デモクラシー」が合言葉にな

っているＪＶＣエチオピア人スタッフたちは，農民の中に

｢民主化の意欲」を感じている。民主化の嵐がアフリカを覆

う中で，この周辺の片田舎がどうかわるのか’3000年の歴

史の重みがどう作用するのか，じっくり腰をすえて見てい

こう。（江原）

ＪＶＣの活動とその目的に御理解を

しみなさまの募金が支えるＪＶＣの活動一救援活動をより充

実させるため，以下の募金をお願いしています。なお募金の

20％をＪＶＣの運営経費に充当させていただいています。

Ａ・アフリカ難民募金（７月小計166,724円）

アフリカの難民・飢餓民への救援プロジェクトに使われま

す。

Ｂ・グリーン・フォー・アフリカ募金（７月小計831,181円）

アフリカの土壌回復，農業，植林等に使われます。

Ｃ・カンボジア募金（７月小計28,000円）

カンボジア国内の復興のために使われます。

Ｄ，タイ募金(奨学金・スラム・農村）（７月小計217,000円）

タイの人々の生活向上のために使われます。

Ｅ、ラオス募金（７月小計203,822円）

ラオスの生活改善プログラムに使われます。

Ｆ、ベトナム募金（７月小計79,000円）

ベトナム帰還者及び国内復興のプログラムに使われます。

Ｇ･定住難民募金（７月小計575,144円）

定住難民のための日本語教材費と家庭訪問員の交通費に使

われます。

Ｈ，環境募金（７月小計262,000円）

タイ山間部で，環境を守るためのプログラムに使われます。

I・ＪＶＣ運営経費募金（７月小計4,000円）

現場を支えるのに不可欠な事務運営経費，人件費に使われ

ます。

J、無指定募金（７月小計899,632円）

し送金の方法一下記の口座へ郵便振替にてご入金下さい。

東京9-27495（募金種目名をご記入下さい）

加入者名一ＪＶＣ東京事務所

しＪＶＣとは一JapanlnternationalVolunteerCenter

は1980年２月，タイのバンコクで設立された民間救援団体

です。1979年暮れの，インドシナ難民の大量流出をきっか

けに，日本から駆けつけた若者と，現地タイですでに活動

を始めていた日本人とが一体となり，現在の組織の原形が

できました。ＪＶＣは，活動者の自発的な意志に基づき，日

本の個人・団体からの寄付金，国連機関からの委託金等に

よって運営されています。ＪＶＣは，人種，国籍，習'慣，

宗教その他の信条の違いを越えて，難民および同様の窮境

にある人々を対象にできる限り継続的な活動を行ないます。

しＪＶＣの会員募集について－会員は，総会に出席し，

ＪＶＣの方針などを決定する他，情報・資料の入手，各種の

活動・報告会・上映会・学習会等へ参加することができま

す。会員の種別と年会費は以下の通りです。また会費には

機関誌の購読料が含まれています。

､正会員(団輝;M:::学生会＆…
し機関誌『Trial＆Error』のみの購読について

・毎号１冊送付年間購読料3,000円

・毎号４冊送付年間購読料10,000円

し送金の方法一下記の口座へ郵便振替にてご入金下さい。

①会員：東京５－４８３６５加入者名一ＪＶＣ会員係

②Ｔ/Ｅ：東京３－５４１８６加入者名一ＪＶＣ東京事務所

（住所，氏名，購読開始月をお書き添え下さい）

巴

Ｐ

Trial＆ErrorNo.１１２

編集後記

神奈川事務所〒231横浜市中区山下町２産業貿易セン
タービル９Ｆ（財)神奈川県国際交流協会内

衝045（671）７０８２

印刷所㈱ベスト・プリンティング

＊本誌の記事・写真等の無断転載・複写を禁じます。

－２０－
定価送料共300円

Trial＆Errorは再生紙を使用しています

1991年８月２０日発行（毎月２０日発行）

編集人江原浩昭，前川昌代
発行人林達雄

発行所日本国際ボランティアセンター(ＪＶＣ）東京事務所

〒113東京都文京区湯島３－１－４会田ビル５階

画０３(3834）２３８８ＦＡＸ：０３(3835）O519

Telex：7604025ＪＶＣＨＱＵＣ
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